CATV（タイタスコミュニケーションズ：TITUS）を用いた接続（実験）構成案

TITUS回線を利用する際の利点

高速接続が可能（マルチメディアアプリケーションへの対応可能）

圧倒的なコストパフォーマンス
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KIUサービスエリアとオーバーラップ
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案１　相互接続セグメントをTITUS内に設置する案

ケーブルモデムは２層レベルのブリッジとして機能させる

プライベートアドレスを利用して学校・KIU間をルーティングする

学校からの経路は全てTITUSを中継してKIUへ流れる

対外経路はKIUを利用する

必要器材

ケーブルモデム

ローカルルータ

TITUS内設置ハブ



案2　相互接続ルータをTITUS内に設置する案

ケーブルモデムは２層レベルのブリッジとして機能させる

TITUS内に設置の集合型ルータを利用して学校・KIU間をルーティングする

学校からの経路は全てTITUSを中継してKIUへ流れる

対外経路はKIUを利用する

必要器材

ケーブルモデム

集合型ローカルルータ

利点：
TITUS内の運用ルータの負担が低い　　欠点：　集合型ルータの費用と管理

　　　
学校間が1ホップで到達

検討事項：機器の分担　アドレス　経路　保守
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